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小学校教員を志望する学生に対するノート作成指導の効果 

 

間處 耕吉 

 

 

Ⅰ．はじめに 

 間處（2018）の報告で述べたように，大学の小学校教員養成課程に在籍する学生の多く

は理科を苦手としている。本学部教育学科の学生も同様に理科を苦手とした学生が多い。 

 近畿地方の小学校教員採用試験における，小学校の専門教科の試験では，概ね高等学校

の入学試験と同等の範囲から出題され，形式は大学入学センター試験に近いものである。

そのため，高等学校の入学試験よりやや難しいレベルといえる。 

 本学学生にとって小学校専門教科の試験は非常に難しく，特に理科は大きな壁となって

いる。こうした状況を改善するため，筆者は本学着任以来，教員採用試験を受ける学生に

対する理科の学習支援を行ってきた。2016 度は 4 名の学生を指導して，そのうち 3 名が現

役合格を果たし，残りの 1 名も 2017 年度に合格した。2017 年度は，2 名の学生を指導し，

長期間継続的に指導できた学生は 1 名であったが，この学生も現役で合格を果たした。 

 昨年度の報告では，2016 年度に指導した 4 名の学生に対する聞き取り調査から，ノート

作成指導の有効性を明らかにできた。 

 本研究では，2017 年度に継続的指導を行った 1 名の学生を対象に聞き取り調査を行い，

前年度の調査結果との比較を通して，ノート作成指導の有効性を確認すると共に，新たな

質問項目を追加し，この指導によって，対象学生の学習や目指す教師像にどのような変化

が起きたのか明らかにすることを目指した。また，その変化からノート作成指導の効果と

意義を明らかにする。 

 

Ⅱ．ノートづくりについて 

１．ノートづくりの方法 

 ノート作成指導とは，授業記録用のノートではなく，授業記録ノートや参考書，資料集

を元にして，単元の内容を整理させながらノートを作成させる指導である。間處（2018）

とほぼ同様に，教員採用試験，小学校専門科目の理科領域の出題に対応するため，中学校

理科の内容を中心にまとめさせた。指導のポイントは以下の 4 点である。 

（１）基になる情報 

 ノートの基本となる情報は，2016 年度の指導のときはキャリア基礎理科の授業ノートを
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ベースとしたが，対象学生はキャリア基礎理科の講義を受講していなかったため，参考書

や資料集を基にして，まとめる作業を進めた。時折，分からない部分の解説も行ったが，

ほぼ一人で全ての作業を進めた。 

 ノートのまとめ方の参考に，中学生のノートや 2016 年度に指導したときの先輩学生の

ノートのコピーを参考にさせたが，まとめ方は自分のわかりやすい形で自由に進めさせた。 

 

（２）見開きでスペースを広く使う 

 参考にさせた中学生のノートは，見開き左頁に 1 小単元 1 頁を目安に，余白を残してま

とめており，右頁は問題演習をするためのスペースとしている。対象学生は，まとめのノ

ートと問題演習のノートを別々のノートを使い，まとめは見開きページでより広く使う工

夫をしていた。 

 

（３）参考にする資料は複数，問題集は１冊 

 参考にした情報源は，カラー写真が中心の資料集，要点のまとめと基本から発展問題ま

で網羅した問題集，さらに個人が持っている参考書などを使用させた。まとめる内容に対

しては問題集，資料集を含めた複数の情報源を基に，分かった内容をまとめるように指導

した。まとめたあとに問題演習を進める過程で，分からないことが出てきたら，まとめノ

ートを見直し，必要に応じて新しい内容を加筆していくために，まとめのページは余白を

多くするように指導した。 

 

（４）図は丁寧に，色鉛筆を使用 

 今回もこれまで同様に，図はできる限り描くこと。絵の技量に関わらず，形を丁寧に描

くこと，色鉛筆を使うことを指導した。理科の内容を理解するには言葉だけではなく，実

際に経験することが重要である。観察，実験をする機会はほぼない状況であったため，そ

の代わりとなる情報を確実に取り入れさせるために，写真やイラストなどをしっかり見る

ことが重要となる。色鉛筆で描くためには，より注意深く図や写真を観察するようになる

と考えた。 

 

２．ノートづくりに取り組んだ期間 

 期間は，2017 年 7 月から 2018 年 8 月末までのおおよそ 13 ヶ月。ただし，集中的に取り
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くこと，色鉛筆を使うことを指導した。理科の内容を理解するには言葉だけではなく，実

際に経験することが重要である。観察，実験をする機会はほぼない状況であったため，そ

の代わりとなる情報を確実に取り入れさせるために，写真やイラストなどをしっかり見る

ことが重要となる。色鉛筆で描くためには，より注意深く図や写真を観察するようになる

と考えた。

２．ノートづくりに取り組んだ期間

期間は，2017 年 7 月から 2018 年 8 月末までのおおよそ 13 ヶ月。ただし，集中的に取り

組んだのは 7 月から 8 月末と教育実習明けの 10 月から 3 月末の春休み終わりまで。12 月

末までは，理科以外の勉強はほとんどせず，理科だけに集中して取り組んだ。前年度の取

り組みと比べて時間的にかなり余裕があったため，12 月末にはかなりのレベルにまで仕上

がっていた。 

Ⅲ．学生のノート 

 対象学生の作成したノートを図１，２に示す。2012 年の報告では，中学生が自分のオリ

ジナルノートを作る事ができるようになった段階を質的発展期とした。この質的発展期に

至った生徒は，成績は高く安定する状態に至るが，今回の学生のノートも質的発展期と評

価できるものでる。 

図１：学生の描いたノート（まとめ部分） 
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図２：学生の描いたノート（まとめ部分） 
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図２：学生の描いたノート（まとめ部分） 

３．学生の定着度の変化  

(1)対象学生について 

 小学校教員採用試験現役合格者。大学 3 年生の時点で理科に対する苦手意識は強く，学

習も単語を見て覚えることしか経験が無く，覚えてきた単語も正確性が乏しい。一方で数

学は得意で，基礎的な計算力は身につけており，文章題などにも対応できる。ただし，図

形については苦手のようである。ノートづくりのような学習は全く経験が無く，教科書を

読んで単語を覚え，練習問題に対しては，「問いに対する答え」を暗記するような学習だけ

であった。特に，理科については高校入試科目でなかったことから，中学以降，定期試験

以外の学習はしていなかった。 

 ノートづくりを続けた結果，理科の内容に対する理解度を高め，理科を得意教科と言え

るレベルになった。アルバイトで，中学生の学習塾の講師をしていた。当初は数学を担当

していたが，自信を持つようになってからは自ら申し出て，理科も担当するようになった。

採用試験本番については，かなり余裕を持って望むことができ，試験後には「あれでは問

題が簡単すぎて，差が出そうにない。」という感想を述べていた。 

 本学教職センターが１，２年生を対象に実施していた小学校専門科目のテストと３年生

の授業で実施している小学校専門科目のテストにおける対象学生の結果を表１に示す。テ

ストによって高い正答率のときもあるが，平均して他教科よりも低い傾向がある。全体の

平均正答率が４割程度なので，基礎的な内容も十分に定着できていなかったといえる。テ

ストはいずれもノートづくりを始める前段階であり，本人の苦手意識を裏付ける結果とで

あった。 

これらのテストを受けていた頃，対象学生達は理科に対する明らかな苦手意識をもって

いて，テストも記号選択式であったことから，表れている結果よりも定着度は低かったと

思われる。 
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表 1：対象学生の小学校専門科目のテスト結果 
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４．聞き取関り調査（SCAT による質的分析） 

(1)調査及び，分析方法について 

今回の調査は前回調査（間處，2018）と同様に，大谷（2008）が提案している比較的小

さな質的データを分析する SCAT を用いて，調査，分析を行った。 

聞き取り調査は，前回調査とほぼ同じ項目の質問をすると共に，学習方法についての考

え方，目指す教師像がノートづくりを通してどのように変わったのかといった項目を追加

した。前回調査で，最後に聞き取りを行った学生に追質問として，「教師の仕事に対する印

象が，ノートづくりをはじめる前とあとで，どのように変わったか。」と尋ねた。これに対

して，その学生は「それまでは心の面での教育が大切だと考えていたが，勉強することで，

授業が凄く大切なんだと思うようになった。」と答えていた。教師にとって，学習指導は最

も重要かつ，根源的な役割であるが，近年，社会からの様々な要求から，教師の役割は非

常に広範囲にわたるものとなっている。小学校教員を目指す学生にとっても，学習指導よ

りも，心情を育てることや，心に寄り添うことが重要な役割と考えるものが少なくない。

自ら本格的に学習することで，学習指導に対する考え方が変化するとすれば，単に内容を

深く理解することとともに，教員養成課程の学生にとっては大きな成果であるといえる。

そこで，今回はこれに関する質問を取り入れて，より詳しく話を聞き出すことにした。 

聞き取った質的データとそのコーディングの過程を表１に示す。 
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表１：ＳＣＡＴによる聞き取りの分析 
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 (2)SCAT によるストリーラインと理論記述 

【ストーリーライン（現時点で言えること）】 

・ノートづくりは効率がよくない印象をもっていたが，実際は慣れれば効率よく進めるこ

とができた。はじめからかなりのペースで取り組み，ほぼ２ヶ月で中学３年分の内容をま

とめた。 

・中高生の頃は，理科の勉強方法が分からず，書くことも嫌いだったため，教科書を見て

覚えることで定期テストに対応してきた。ノートづくりのはじめは、理科や書くことへの

苦手意識で，かなり抵抗感があったが，少しずつ知識が定着していることが実感でき，先

の見通しもたてることができるようになった。 

・見て覚えるだけや問題集を解くだけの学習より，遠回りのようだけど実際には効率がよ

いと実感している。 

・絵を描くことは苦手だったが，進めていくうちに図も上手く描けるようになり，人に伝

えるときにも使えるようになった。図を描く方が確実に分かりやすいことも実感してい

る。色鉛筆の使用については，見直したときの見栄えもいいが，その分資料を詳しく観察

し，色合わせなど作業が多くなり，試行錯誤する場面が増えている。また，図を描くこと

そのものが，ノートに描くときの位置や大きさなど考える要素が確実に増えることにな

る。 

・地道な努力を続けて分かるようになったという経験を経て，教師の仕事に対するイメー

ジが，大きく変化している。勉強できない子どもの状態を考え，そのまま放置することの

問題点を冷静に分析し，勉強はしんどい面もあるが，学習指導が大切であると認識するよ

うになった。自らが辛抱強く勉強することで分かるようになることの楽しさを経験し，そ

れを何とか伝えていきたいと考えるようになってきた。 

【理論記述】 

・ノートづくりは地道で大変な作業であるが，学習内容に関する情報を集め，それらを整

理してノートにまとめることは，効率が悪いように思われがちだが，非常に効率のよい学

習方法といえる。しかも，学習者がその効果を実感できる学習方法である。 

・整理した内容は頭の中で画像に近いイメージと共に記憶されるようになり，言葉の記憶

とは少し異なり概念に近い記憶が形成されている。特に，図を色鉛筆で描く作業を取り入

れることによって，より詳しく資料を観察し，形や配置，色合わせなど試行錯誤する要素

が格段に増えることで，イメージ形成が強く促されていると考えられる。 
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・ノートづくりをすることによって，教師の仕事について，学習指導という教師の原始的

な役割の重要性に気づくことができた。 

 

５．考察，及びまとめ 

 本学生の聞き取りの分析から得られた理論記述のうち，ノートづくりに関する内容は，

前回の４名の調査結果とほぼ同様であった。ノートづくりは大きな負担がかかるが理解を

深める明らかな効果があり，学習者自身がその効果を実感し自信が持てるようになってい

る。記憶する形も単純に言葉や分を覚えているのではなくで，言葉や図が一体となった概

念と呼べるイメージのようものとなっている。図を描くことで，資料などをより詳しく観

察するようになり，図の大きさや配置などをも含めて，考える要素が格段に増えている。

そのことが学習者の理解を一層深めた大きな要因と考えられる。 

 ノートづくりは基本的に単に書き写す作業ではなく，複数の情報を読んで，それらを頭

の中で整理しながらまとめて形にする作業である。これまで筆者が主張してきた思考活動

のインプット，アウトプットの考え方と符合する過程で学習が進んでいる。講義を聞きノ

ートを記録し（インプット），自らが参考書や資料集を読んで（インプット），十分に情報

を集めた上でノートに書く（アウトプット）ために，頭の中で情報を整理，統合すること

で理解を深める。また，そこで色鉛筆を使わせることで，図などをより詳しく観察（イン

プット）することになり，十分なインプットを繰り返したあとにアウトプットを仕組む流

れが作られ思考活動が機能的に促されて，情報の整理，統合が進み理解につながっている。

こうした思考活動が機能的に促されることで理解されたものは，独立した言葉や図ではな

く，それらが統合されたイメージに近い概念となって記憶されるため，着実な理解につな

がるものと言える。 

 次に，それまでなりたいと思っていた教師像と学習を終えた今思う教師像は変わってき

たかという問いについて，今回の学生の回答は，前回１名の学生から聞き取った内容とほ

ぼ同様の内容となっていた。いずれも，学習の前段階では児童の心に寄り添い，心を育て

ることが重要で学習指導についてはあまり重視していない様子が窺えた。しかし，学習を

終えた段階では，勉強して分かるようになることが大切だと考えており，今回の学生は勉

強が分からないことが子どもの内面にも影響する点にも目を向けていた。 

 前回調査とは対象学生は違うが，この問いに対して同じような変化が確認できた。最近

の学生の教師の役割に対するイメージは，「心を育てる。」，「子どもに寄り添う。」といった
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・ノートづくりをすることによって，教師の仕事について，学習指導という教師の原始的

な役割の重要性に気づくことができた。 

 

５．考察，及びまとめ 

 本学生の聞き取りの分析から得られた理論記述のうち，ノートづくりに関する内容は，

前回の４名の調査結果とほぼ同様であった。ノートづくりは大きな負担がかかるが理解を

深める明らかな効果があり，学習者自身がその効果を実感し自信が持てるようになってい

る。記憶する形も単純に言葉や分を覚えているのではなくで，言葉や図が一体となった概

念と呼べるイメージのようものとなっている。図を描くことで，資料などをより詳しく観

察するようになり，図の大きさや配置などをも含めて，考える要素が格段に増えている。

そのことが学習者の理解を一層深めた大きな要因と考えられる。 

 ノートづくりは基本的に単に書き写す作業ではなく，複数の情報を読んで，それらを頭

の中で整理しながらまとめて形にする作業である。これまで筆者が主張してきた思考活動

のインプット，アウトプットの考え方と符合する過程で学習が進んでいる。講義を聞きノ

ートを記録し（インプット），自らが参考書や資料集を読んで（インプット），十分に情報

を集めた上でノートに書く（アウトプット）ために，頭の中で情報を整理，統合すること

で理解を深める。また，そこで色鉛筆を使わせることで，図などをより詳しく観察（イン

プット）することになり，十分なインプットを繰り返したあとにアウトプットを仕組む流

れが作られ思考活動が機能的に促されて，情報の整理，統合が進み理解につながっている。

こうした思考活動が機能的に促されることで理解されたものは，独立した言葉や図ではな

く，それらが統合されたイメージに近い概念となって記憶されるため，着実な理解につな

がるものと言える。 

 次に，それまでなりたいと思っていた教師像と学習を終えた今思う教師像は変わってき

たかという問いについて，今回の学生の回答は，前回１名の学生から聞き取った内容とほ

ぼ同様の内容となっていた。いずれも，学習の前段階では児童の心に寄り添い，心を育て

ることが重要で学習指導についてはあまり重視していない様子が窺えた。しかし，学習を

終えた段階では，勉強して分かるようになることが大切だと考えており，今回の学生は勉

強が分からないことが子どもの内面にも影響する点にも目を向けていた。 

 前回調査とは対象学生は違うが，この問いに対して同じような変化が確認できた。最近

の学生の教師の役割に対するイメージは，「心を育てる。」，「子どもに寄り添う。」といった

心情面の成長を重視しようとする傾向が強い印象があるが，実際に勉強して分かることを

実感できたこれらの学生は，学習指導の重要性を強く感じる様になったことは非常に興味

深い。この２名の学生はいずれも理科は得意ではなく，学習方法も単に暗記することや問

題演習を解くことしか経験が無かった。これらの学習方法では，長く記憶にとどめること

は難しく，苦痛を伴う割に自分自身の成長が実感できない。このため，勉強は面白くない

ものと感じていたのかも知れない。今回のノートづくりのような学習内容を整理してまと

めるといった作業は全く初めての経験であった。これまで経験したことのないほど大きな

負荷のかかる学習となったと思われる。しかし，ノートづくりの経験を通じて，自分自身

の理解の深まりを実感し，やれば分かることの喜びを，身をもって経験できたことが，学

習指導に対する考え方の大きな変化をもたらしたものと考えられる。 
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